
「伊勢神宮茶室及び茶庭」見学・研修会 
平成２９年度 （公社）日本建築家協会 京都地域会 

               （一社）日本建築協会 京都支部 

日本人の心のふるさと、神宮の聖地（約 600 坪）に「伝統精神の高揚を願って」献納された松下幸之助氏の遺

志とそれを受けて仙アートスタヂオが造成、配置、建築設計を、そして近・現代数寄屋建築にその卓越した匠

の技を発揮された中村外二棟梁のもと建築は中村外二工務店が、茶庭は岩城造園が施工されました。今回、棟

梁の下で数々の名建築の現場を担当された御子息、義明氏 （公社）ＪＩＡ京都地域会 文化財事業委員長 

の御配慮で、見学解説いただく事になりました。     （一社）日本建築協会 京都支部長 長瀬 博一 

 

開催日：７月１１日（火） １２時半 ～ １６時頃 

会 場：①伊勢神宮内宮 茶室及び茶庭（三重県伊勢市宇治館町一番地）見取図は別紙参照 

    ※茶室・茶庭の見学は正宮参拝、神楽殿にて御神楽を上げた後となります 

参加費：４，０００円 （ドタキャンの場合、御神楽代２，０００円を後日振込んで頂きます） 

定 員：先着３０名まで（参加資格：上記２会の会員限定） 

■スケジュール                          当日連絡先：長瀬 090-1488-3130 

１２：００－１２：３０ 集合（宇治橋鳥居前 衛士見張所付近） 受付  

１２：３０－１４：００ 伊勢神宮内宮 正宮参拝、神楽殿にて御神楽   終了後、茶室へ徒歩移動 

１４：００－１６時頃 神宮茶室並びに茶庭の見学・解説 中村 義明 氏 (中村外二工務店 代表) 

１６時過ぎ 現地解散  

■講師プロフィール 

中村 義明（なかむら・よしあき） 中村外二工務店 代表 

1946 年京都市生まれ。立命館大学経営学部卒業し中村外二工務店に入店。1984 年株式会社興石を設立、和風照

明、デンマーク家具製作輸入を行う。1997 年より中村外二工務店の代表。茶道文化振興賞（2010 年）受賞。 

主な施工に、「大阪万博日本庭園内茶室」（1970 年）、「ニューヨーク ロックフェラー邸」（1972 年）、「松下幸

之助邸茶室」（1973 年）、「フィラデルフィア日本書院」（1976 年）、「伊勢神宮茶室」（1982～1985 年）、「神慈秀

明会祭事棟」（1984～1986 年）、「京都迎賓館主賓室座敷」（2006 年）、「東京国際空港国際線旅客ターミナル 4F

江戸小路」（2012 年）、「俵屋旅館」「菊乃井」「和久傳」各店舗新築・改修工事（1973 年～現在）など。 

注意事項： 

①当日の服装：初夏でもある為クールビズ（ノーネクタイ）で結構ですが、ジーパンやＴシャツ等の方は御断

りします。基本的に正装感覚を御忘れなく。油足の方は替えの靴下持参。 

②携帯電話は神域ではマナーモードか電源オフ。（やむを得ず使用される方は一時退場いただきます） 

申込先：日本建築協会京都支部 事務局（担当者：桜井・柴谷） FAX：075-255-6077 

※下記は全て記入下さい。（記入に漏れのある方は受付不可とさせていただきます） 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

＜7/11「伊勢神宮茶室及び茶庭」見学・研修会＞参加申込票     ＊受付後連絡のため、必ず全て御記入下さい 

□氏  名 ＊ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ □当日連絡先＊ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

□勤 務 先 ＊ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ □FAX / Mail＊ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

（□日本建築家協会(JIA）会員 ／ □日本建築協会会員）※いずれかに☑印 

※事務局使用欄 

7/11「伊勢神宮茶室及び茶庭」見学・研修会 受付しました。 

当日会場へお越しください。 
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共催 



別紙 

神宮茶室（霽
せい

月
げつ

） 概要 

                         宇治橋を渡った左手、神苑北端の五十鈴川と神宮司庁に囲まれ

た「紅葉苑」と呼ばれた地に建っている。1974 年（昭和 49 年）

から 1983 年（昭和 58年）まで財団法人伊勢神宮崇敬会の会長を

務めた松下幸之助が茶室の献納を思い立ち、構想約 10 年を経過

して実現した。松下幸之助の米寿と松下電器産業グループの創業

65周年を記念して、1983 年 3月に建設に着手、「300年保ち、歴

史的遺産となるものを」という要望から、約 2年間の工期と総工

費約 10億円をかけて 1985 年（昭和 60年）4月に完成した。真・

行・草の 3棟から構成される。 

茶室の利用 神宮を訪れる賓客の接待や献茶式などで利用され

るほか、伊勢神宮崇敬会の行事で年 3回早朝参拝・神楽の奉納と

共に神宮茶室での呈茶が行われる。 また、年２回行われる春・

秋の神楽祭期間中、茶庭からの外観と大腰掛待合が一般に無料公

開されている（ただし、雨天中止）。 

沿革 

1980 年（昭和 55年）  松下幸之助が神宮に茶室献納を提案 

1981 年（昭和 56年）  神宮大宮司二條弼基が松下に建設候補地を提示 

1982 年（昭和 57年） 3 月 20日 敷地測量・調査を開始 

1983 年（昭和 58年） 3 月 13日 地鎮祭・起工式 

 6 月  9 日 原寸大模型を現地に建て、松下が視察、借景や庭とのバランスなどを検討 

 6 月 21日 茶室基礎工事に着手 

 11 月 12日 上棟式 

1985 年（昭和 60年） 4 月 11日 竣工式 

工事概要 

建物名称 - 神宮茶室 工事関連業者  

所在地 - 三重県伊勢市宇治館町字上館 1 番地 監理者 - 松下興産 施工者 土木工事 - 鴻池組 

敷地面積 - 1,853.83 ㎡  設計者 土木設計 - 鴻池組 建築工事 - 中村外二工務店 

建築面積・構造 茶室 - 354.3 ㎡ 木造平家建 建築設計 - 仙アートスタヂオ 設備工事 - 東海電気工事 

大腰掛待合 - 15.14 ㎡ 木造平家建 庭園設計 - 岩城庭園 造園工事 - 岩城庭園 

ポンプ小屋 - 10.41 ㎡ ＲＣ造（一部木造）平家建   

外便所 - 3.67 ㎡ 木造平家建   

（ウィキペディア より引用） 

  

アクセス（宇治橋前広場まで） 

①JR・近鉄「伊勢市駅」下車 

「伊勢市駅前」バス停（三重交通バス） 

｜（約 15 分） 

「内宮前」下車 徒歩すぐ 

②近鉄「五十鈴川駅」下車 

徒歩約 30 分 

 

※観光駐車場あり 

集合場所 
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